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〈訳注研究〉
『プトン佛教史』試訳（₂）
上　野　牧　生
本試訳の範囲
　本稿は、プトン・リンチェンドゥプ（Bu ston Rin chen grub, ₁₂₉₀‒₁₃₆₄）の手
になる、いわゆる『プトン佛教史』（ʙｕ　ｓｔｏｎ　ｃʰｏｓ　’ｂｙｕｎɡ）の試訳研究であり、前
稿（上野₂₀₁₈）の続編である。本稿に掲載される試訳は、その各版、および、E. 
OBERMILLER による英訳注では以下の範囲に相当する。
BUzh シャル寺 Zhwa lu 版
1
：₄r₄‒₆v₂
BUk  大谷大学図書館所蔵のタシルンポ Bkra shis lhun po 版
2
（蔵外 no. ₁₁₈₄₂）：
₅a₁‒₇b₆
BU₂₄  ラサ Lha sa 版（＝ショル Zhol 版）プトン全集 vol. ₂₄（ya）：₄b₂‒₇a₄
（pp. ₆₄₀‒₆₄₅）
BUm  Dpal brtsegs bod yig dpe rnying zhib ’jug khang (Ed.), Ｃʰｏｓ　 ｋｙｉ　
’ｂｙｕｎɡ　ɡｎａｓ　ɡｓｕｎɡ　ｒａｂ　ｒｉｎ　ｐｏ　ｃʰｅ’ｉ　ⅿｄｚｏｄ. Xining: Mtsho sngon mi 
rigs dpe skrun khang, ₂₀₁₁［ペルツェク研究所から出版されたウメー
写本］：₈₅₆．₁‒₈₆₂．₆
BUx  Rdo rje rgyal po (Ed.), ʙｕ　ｓｔｏｎ　ｃʰｏｓ　’ｂｙｕｎɡ. Beijing: Krung go bod 
kyi shes rig dpe skrun khang, ₁₉₈₈
  ［中国語表題：布頓・仁欽竹（著）、多吉杰博（編）『布頓佛教史』、北
京：中国蔵学出版社］の活字本
3
：₅．₂₀‒₉．₁₈ 
１ ベルリン州立図書館（Staatsbibliothek zu Berlin）所蔵のカラー版（SCHUH₁₉₈₁では
Sammlung Waddell ₁₈と番号が与えられている）を参照した。
２ 筆者が参照したのはその白黒コピーであり原本ではない。白黒コピーの不鮮明箇所
についてはベルリン州立図書館所蔵のカラー版（SCHUH₁₉₈₁では Sammlung Waddell 
₁₉と番号が与えられている）を参照した。
３ この活字本は主にデルゲ版に基づくものと見なされている（VAN DER KUIJP₂₀₁₆: ₂₄₄‒
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OBERMILLER₁₉₃₁: ₁₁‒₁₈
本試訳が対象とする範囲の主題
　本試訳が対象とするのは、いわば「仏教概論」が論じられる第１章の一部で
あり、プトン自身による科段では IAb.「解説の利益」から IB.「特に大乗の法の
聴聞・解説の利益」に相当する。前稿にて試訳を提示した IAa.も含め、以下に
科段を示す（科段の分節番号は OBERMILLER₁₉₃₁に基づく）。
　IA.　 spyir dam pa’i chos nyan bshad kyi phan yon（一般に正法を聴聞し解説す
ることの利益）
IAa. mnyan pa’i phan yon（聴聞の利益）
IAb. bshad pa’i phan yon（解説の利益）
 IAba₁.　 ston pa sangs rgyas la mchod pa bla na med par ’gyur ba（〔法
施は〕教主である佛陀に対する供養を無上にすること）
 IAbb₁.　 zang zing gi sbyin pa las mchog tu gyur cing | phan ’dogs pa’i 
mchog yin pa（〔法施は〕財施よりも最上となり、利益するものの最
上であること）
 IAbc₁.　  gzungs dang rig pa thob pa（〔法施によって〕〔記憶の〕保持と明
知とを得ること）
 IAbd₁.　  bsod nams ’phel bas byang chub thob pa（〔法施によって〕福徳
を増加して菩提を得ること）
IAc. gnyis ka’i phan yon（〔聴聞と解説との〕双方の利益）
 IAca₁.　 theg pa gsum gyis khams rtas pa（三乗により界を生育すること）
 IAcb₁.　 mkhas par gyur pas kun gyis bkur ba（智者となり全方位から恭
敬されること）
 IAcc₁.　 bstan pa gzung bas byang chub thob pa（教説の保持により菩提
を得ること）
　IB.　 khyad par theg pa chen po’i chos kyi nyan bshad kyi phan yon（特に大
乗の法の聴聞・解説の利益）
 ₂₄₅）。
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　繰り返しになるが、本試訳の範囲は IAb. から IB. までである。前稿に試訳を
提示した IAa. と同様、プトンは自身に先行するインド撰述佛教文献などから
の引用を重ね、テクストに語らせるスタイルでもって主題を論じる。IAb. の主
題は「正法を解説することの利益」である。本節は主にシャーンティデーヴァ
（Zhi ba lha）の『学処要集』（ｂｓˡａｂ　ｐａ　ｋｕｎ　ˡａｓ　ｂｔｕｓ　ｐａ︐　Śｉｋṣāｓａⅿｕｃｃａｙａ＝ŚS）から
の引用（孫引き）によって構成されている。一覧にして以下に示す（φはプトン
による孫引きでなく、一次文献からの直接的引用と推定される例であることを示す）。
通番 『プトン佛教史』の論題 出典
プトンの
典拠
【₈】 佛陀に対する真の供養は佛説を解説すること 不詳 φ
【₉】 法施の功徳は財施のそれに勝る 『弥勒獅子吼経』 φ
【₁₀】 法施により宿明通を得る 『獅子所問経』 ŚS
【₁₁】 法施により漏尽通を得る 『海龍王所問経』 φ
【₁₂】 法施により宿明通を得る ナーガールジュナ『宝蔓』 φ
【₁₃】 法施の₂₀の利益 『深心教誡経』 ŚS
【₁₄】 法施は福徳を増大させる シャーンティデーヴァ『学処要集』 ŚS
続いて IAb. に後続する IAc. の主題は「〔聴聞すること・解説すること〕双方の
利益」であり、本節も経典引用に関しては『学処要集』に基づいている。
通番 『プトン佛教史』の論題 出典
プトンの
典拠
【₁₅】 信をもって聴聞することによる利益 ヴァスバンドゥ『釈軌論』 φ
【₁₆】 聞所成慧により作意の種子が育つ ヴァスバンドゥ『中辺分別論釈』 φ
【₁₇】 正法の保持・読誦により聞所成慧がある アサンガ『阿毘達磨集論』 φ
【₁₈】 多聞による５つの利益 『根本説一切有部律』 φ
【₁₉】 聴聞は愚癡を取り去る最高の手段 アーリヤ・シューラ『本生蔓』 φ
【₂₀】 正法の保持とは解説と実践である ヴァスバンドゥ『阿毘達磨俱舎論』 φ
【₂₁】 正法を保持することの福徳 『如来秘密所説経』 φ
【₂₂】 正法を保持する者は如来の眷属に守護される 『海慧所問経』 ŚS
続いて IAc. に後続する IB. の主題は「大乗仏典を聴聞・解説することの利益」
であり、本節も経典引用に関しては『学処要集』に基づいている。
通番 『プトン佛教史』の論題 出典
プトンの
典拠
【₂₃】 菩薩大士の法施 『八千頌般若経』 ŚS
【₂₄】 布施・持戒・禅定の福徳 マイトレーヤ『宝性論』 φ
【₂₅】 教説の保持による₁₀種の利益 マイトレーヤ『大乗荘厳経論』 φ
【₂₆】 経典の意味の偉大性 ヴァスバンドゥ『釈軌論』 φ
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　以上のとおり、経典からの引用に関しては『学処要集』に依拠する傾向が確
認され、少なくとも本試訳の範囲に限ればプトンによる著述のスタイルは『学
処要集』に範を得たと言うことができよう。なお、出典に関する情報について
は OBERMILLER₁₉₃₁の注記が網羅的であり、有益である
4
。
　以下の試訳では、プトンが承けた文献伝承の系統と現行テクストとの差異、
あるいはその程度を明らかにするため、脚注において双方を対比する。なお、
脚注にて取り上げる Śｉｋṣāｓａⅿｕｃｃａｙａ のサンスクリットテクスト BENDALL 
Edition には訂正を要する箇所が散見されるが、紙数の都合上、および本試訳
の趣旨上、その訂正は行わない。
凡例
　試訳の中に以下の各版の位置を示す記号を挿入する。
［₁a］＝タシルンポ版の葉数
［L．₁a］＝ラサ版（ショル版）の葉数
［m₁］＝ウメー写本の頁数
［p．₁］＝刊本『布頓佛教史』の頁数
［zh₁r］＝シャル寺版の葉数
［IAa.］＝OBERMILLER ₁₉₃₁, ₁₉₃₂の章節番号
【₁】＝『プトン佛教史』に引用された先行文献に与えられる通し番号
試訳
［IAb.］第二（解説することの利益）には、
［a₁.］〔法施が〕教主である佛陀に対する供養を無上にすること、
［b₁.］〔法施が〕財施よりも最上となり、利益するものの最上であること、
［c₁.］〔法施によって〕〔記憶の〕保持と明知とを得ること、
［d₁.］〔法施によって〕福徳を増して菩提を得ること、の四つがある。
［IAba₁.］第一（〔法施は〕教主である佛陀に対する供養を無上にすること）は、以下
４ なお、OBERMILLER はその訳書の注記において、カンギュルについてはデルゲ版の、
テンギュルについては北京版のロケーションを挙げているようである。
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のとおり、
【₈】誰かのためにわたしの法を
理に即して（tshul bzhin）語れば供養となるが、
華・香・灯明は
勝者を正しく供養するものではない
5
。
とある。
［IAbb₁.］第二（〔法施は〕財施よりも最上となり、利益するものの最上であること）は、
『弥勒獅子吼経』（*Ｍａｉｔｒｅｙａｓｉṃʰ
6
ａｎāｄａｓūｔｒａ）では、
【₉】誰かが、ガンガーの砂礫ほどの佛土を、
［p. ₆］七〔種〕の宝石で完全に満たして、
最上の歓喜の心でもって、勝者に捧げたとしよう。
〔また、別の〕誰かが、ひとりの有情のために、一句を与えたとしよう。
その非常に莫大な宝石の施しよりも、
句の施し〔の方〕が、慈の実践となる。それ（句の施し）に対して、
〔宝石の施しに〕釣り合わず、数も合わないというならば、
二つ、三つ〔の句〕を望むもの
7
がどこにいようか
8
。
５ 出典不詳。OBERMILLER₁₉₃₁も出典については無言。以下にテクストを挙げておく。
　gang la phan phyir nga yi chos ||
　tshul bzhin bstan pas mchod ’gyur gyi ||
　me tog byug pa mar me yis ||
　rgyal ba yang dag mchod ma yin ||
６ ｂｙａⅿｓ　ｐａ　ｓｅｎɡ　ɡｅ　ｓɡｒａ’ｉ　ⅿｄｏ. 西岡₁₉₈₁: No. ₁₅₀, ｂｙａⅿｓ　ｐａ　ｓｅｎɡ　ɡｅ　ｓɡｒａ　ｃʰｅｎ　ｐｏ.
７ OBERMILLER₁₉₃₁: ₁₂は第四詩脚について「〔況してや〕二つ、三つ〔の句〕では〔そ
の利益は〕思議が及ばない」という趣旨で訳す。チベット語原文は次注を参照。
 the great offering of precious jewels
 Is unable to match, even by its number, even partly,
 this gift of a verse that is granted out of mercy.
 The merit of two or three (such verses) is, therefore, beyond evaluation.
８ OBERMILLER₁₉₃₁: ₁₂, n. ₈₂が指摘するように、『弥勒獅子吼経』が出典である。プト
ン所引文と対比して以下に示す。
30 『プトン佛教史』試訳（2）
とあり、また、
ガンガーの砂礫ほどの世界を
9
黄金で
満たして、かのお方（勝者）に施すよりも、
悪世において一句を唱えることの
利益［zh₄v］と同じものは、それ（黄金の施し）にはない
10
。
とある。
チベット訳『弥勒獅子吼経』（D ₈₂a₄‒₅） 『プトン佛教史』所引の韻文
mi gang gis ni gang g’a’i bye snyed kyi || gang gis gang g’a’i bye snyed sangs rgyas zhing ||
’jig rten khams mchog rin chen gang byas te || rin chen bdun gyis yongs su bkang byas nas ||
dga’ mchog sems kyis rgyal la phul ba dang || dga’ rab sems kyis rgyal la phul ba dang ||
gang gis sems can gcig la tshigs bcad byin || gang gis sems can gcig la tshigs bcad byin ||
rin chen sbyin pa shin tu rgya chen des || rin chen sbyin pa shin tu rgya che des ||
tshigs bcad sbyin pa snying rjes bsgrubs de la || tshigs bcad sbyin pa snying rjes bsgrubs de la ||
char yang mi phod grangs su’ang ma yin na || char yang mi phod grangs su’ang ma yin na ||
gnyis sam gsum la bsam du ga la yod || gnyis dang gsum las bsam du ga la yod ||
 シャーンティデーヴァの『学処要集』第７章冒頭には、上記の韻文は引用されてはい
ないものの、内容的に全く同趣旨の、別の出典（『菩薩別解脱〔経〕』）に基づく経文が
引用されている。ŚS(skt.) ₁₄₄．₁₁‒₁₄, GOODMAN₂₀₁₆: ₁₄₀を参照。ただし、プトンが引
用する『弥勒獅子吼経』は韻文であるのに対し、シャーンティデーヴァが引用する
『菩薩別解脱〔経〕』は散文である。
９ この箇所のみ、BU₂₄と BUzh, BUk, BUm, BUxとの間に大きな異読がある。
 gang g’a’i bye snyed ’jig rten gser dag gis] BU₂₄; 
　gang g’a’i bye snyed rin chen gser dag gis BUzh BUk BUm BUx
₁₀ OBERMILLER₁₉₃₁: ₁₂, n. ₈₄が指摘するように、同じ『弥勒獅子吼経』が出典である。
プトン所引韻文と対比して以下に示す。
チベット訳『弥勒獅子吼経』（D ₈₂a₁‒₂） 『プトン佛教史』所引の韻文
stong chen ’jig rten khams ni gser dag gis || gang g’a’i bye snyed ’jig r
1
ten gser dag gis ||
bkang ste gang la sbyin par byed pa ni || bkang ste gang la sbyin pa byin pa bas ||
tshig bzhi’i tshigs su bcad pa gcig brjod pas || dus ngan tshe na tshigs bcad gcig brjod pa ||
ji ltar phan ’dogs de ltar ’gyur ma yin || de yi phan ’dogs ci ’dra de la med ||
 ₁ ’jig rten］ BU₂₄; rin chen BUzh BUk BUm Bux
 なお、OBERMILLER の転写（デルゲ版に基づくと推測される）は現行デルゲ版と異なる
箇所が散見される。版が異なるのか、それとも単なる誤写であろうか。
 ｐāｄａ　ａ: khams ni rin-chen (OBERMILLER) →’jig rten khams ni (Derge)
 ｐāｄａ　ｂ: sbyin-pa (OBERMILLER) → sbyin par (Derge)
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［IAbc₁.］第三（〔法施によって〕〔記憶の〕保持と明知とを得ること）は、『獅子所問
〔経〕』（Ｓｉṃʰａｐａｒｉｐｒ
◦
ｃ
11
ｃʰā）では、
【₁₀】法の施しによって〔前〕生を思い出す
12
。
とあり、また、『海龍王所問経』（Ｓāɡａｒａｎāɡａｒāʲａｐａｒｉｐｒ
◦
ｃ
13
ｃʰā）では、
【₁₁】法の施しによって漏尽通が浄化［L．₅a］されるであろう
14
。
とある。
　〔ナーガールジュナの〕『宝鬘（宝行王正論）』（ʀ
15
ａｔｎāｖａˡī）では、
【₁₂】法の一部と
16
、同じく
典籍の［₅b］諸内容とを記憶し、
［m₈₅₇］汚れのない法の施しをするなら、
前生を思い出すであろう
17
。
₁₁ ｓｅｎɡ　ɡｅｓ　ｚʰｕｓ　ｐａ. 西岡₁₉₈₀: No. ₁₆₄, ｓｅｎɡ　ɡｅｓ　ｓʰｕｓ (sic. Read ｚʰｕｓ) ｐａ.
₁₂ OBERMILLER₁₉₃₁: ₁₄₃, n. ₈₅が指摘するように、『獅子所問〔経〕』が出典であるもの
の、『学処要集』第３章からの孫引きである可能性もある。チベット訳『獅子所問
〔経〕』（D ₂₇b₄）、『学処要集』第３章、プトン所引文はすべて逐語的に一致するため
対比はしない。
 ŚS(tib) ₇₄．₇‒₁₀: seng ges zhus pa las kyang | ... chos kyi sbyin pas skye ba dran || 
gzhon nu de ltar shes par gyis ||
 ŚS(skt.) ₅₃．₅‒₈: siṃhaparipr
9
cchāyām apy āha ... tathā jātismarād dharmadānāj 
jānīṣvaivaṃ kumāraketi ||
₁₃ ｋˡｕ’ｉ　ｒɡｙａˡ　ｐｏ　ｒɡｙａ　ⅿｔｓʰｏｓ　ｚʰｕｓ　ｐａ’ｉ　ⅿｄｏ. 西岡₁₉₈₀: No. ₂₃₇, ｋˡｕ’ｉ　ｒɡｙａˡ　ｐｏ　ｒɡｙａ　
ⅿｔｓʰｏｓ　ｓʰｕｓ　ｐａ　ｃʰｅｎ　ｐｏ.
₁₄ OBERMILLER₁₉₃₁: ₁₄₃, n. ₈₆が指摘するように、『海龍王所問経』が出典である。プト
ン所引文と対比して以下に示す。
チベット訳『海龍王所問経』（D ₁₂₅a₄） 『プトン佛教史』所引の散文
chos byin pas ni zag pa zad pa chos byin pas ni zag pa zad pa’i
shes pa rnam par dag par ’gyur ro mngon par shes pa rnam par dag par ’gyur ro
₁₅ ｒｉｎ　ｃʰｅｎ　ｐʰｒｅｎɡ　ｂａ. 西岡₁₉₈₁: No. ₇₉₆, ｒɡｙａˡ　ｐｏ　 ˡａ　ɡｔａⅿ　ｄｕ　ｂｙａ　ｂａ　ｒｉｎ　ｐｏ　ｃʰｅ’ｉ　
ｐʰｒｅｎɡ　ｂａ.
₁₆ 「法の一部」とは経典の一部という意味である。
₁₇ OBERMILLER₁₉₃₁: ₁₄₃, n. ₈₇が指摘するように、『宝
ラ ト ナ ー ヴ ァ リ ー
鬘（宝行王正論）』が出典である。
現時点では梵文が公刊されていない第３章第₉₆偈（HAHN ₉₁．₁‒₄）に相当する。プト
ン所引韻文と対比して以下に示す。
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とある。
［IAbd₁.］第四（〔法施によって〕福徳を増して菩提を得ること）は、『深心教誡経』
（Ａｄʰｙāśａｙａｓａṃｃ
18
ｏｄａｎａｓūｔｒａ）では、
【₁₃】弥勒よ、ある者が、利得物と恭敬とを欲せず、法の施しを施すとき、
物を伴わない法の施しの利益は二十ある。どの二十か。すなわち、（₁）
念をそなえた者となり、（₂）慧をそなえた者となり、（₃）覚知をそなえ
た者となり、（₄）信解をそなえた者となり、（₅）智慧をそなえた者とな
り、（₆）出世間智に資するであろう者となり、（₇）貪欲が少ない者とな
り、（₈）瞋恚が少ない者となり、（₉）愚癡が少ない者となり、（₁₀）魔に
隙を与えない者となり、（₁₁）佛・世尊たちがかの者を考慮し、（₁₂）人
に非ざるものたちがかの者を守り、（₁₃）神々によってその身体に輝き
（艶）をそなえた者となり、（₁₄）敵対する人々に隙を与えない者となり、
（₁₅）かの者は友たちと分断されない者となり、（₁₆）称賛に値する者と
なり、（₁₇）畏れのない者となり、（₁₈）心に安楽が多い者となり、（₁₉）
知者から讃えられる者となり、（₂₀）かの者のその法の施しは記憶され
るであろう。弥勒よ、これらが二十の利益である
19
。
チベット訳『宝鬘（宝行王正論）』（RĀ ₃．₉₆） 『プトン佛教史』所引の韻文
chos kyi ched dang de bzhin du || chos kyi ched dang de bzhin du ||
gchos gzhung don dag dran pa dang || gzhung gi don dag dran pa dang ||
chos kyi sbyin pa dri med pas || chos kyi sbyin pa dri med pas ||
tshe rabs dran pa thob par ’gyur || tshe rabs dran pa thob par ’gyur ||
₁₈ ˡʰａɡ　ｐａ’ｉ　ｂｓａⅿ　ｐａ　ｂｓｋｕˡ　ｂａ’ｉ　ⅿｄｏ. 西岡₁₉₈₀: No. ₁₅₂, ˡʰａɡ　ｐａ’ｉ　ｂｓａⅿ　ｐａ　ｂｓｋｕˡ　ｂａ.
₁₉ OBERMILLER₁₉₃₁: ₁₄₃, n. ₈₈が指摘するように、『深心教誡経』が出典であるものの、
『学処要集』最終章の第₁₉章からの孫引きである。プトン所引文は以下の ŚS（tib.）と
ほとんど一致する。
 ŚS(tib.) ₄₁₈．₅‒₁₇: lhag pa’i bsam pa bskul ba’i mdo las ji skad gsungs pa lta bu ste 
| byams pa gang zhig thob pa dang bkur sti mi ’dod par chos kyi sbyin pa byin na 
| chos kyi sbyin pa zang zing med pa’i phan yon nyi shu ste | nyi shu gang zhe na 
| ’di lta ste | (₁) dran pa dang ldan pa yin | (₂) blo dang ldan pa yin | (₃) blo gros 
dang ldan pa yin | (₄) mos pa dang ldan pa yin | (₅) shes rab dang ldan pa yin | 
(₆) ’jig rten las ’das pa’i shes rab rjes su rtogs par ’gyur ba yin | (₇) ’dod chags 
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 chung ba yin | (₈) zhe sdang chung ba yin | (₉) gti mug chung ba yin | (₁₀) bdud 
kyis de la glags mi rnyed pa yin | (₁₁) sangs rgyas bcom ldan ’das rnams kyis 
dgongs pa yin | (₁₂) mi ma yin pa rnams kyis de srung ba yin | (₁₃) lha rnams 
de’i lus la mdangs ’jug pa yin | (₁₄) mi mdza’ ba rnams kyis de la glags mi rnyed 
pa yin | (₁₅) de mdza’ bo rnams dang mi phyed pa yin | (₁₆) tshig gzung bar ’os 
pa yin | (₁₇) mi ’jigs pa thob pa yin | (₁₈) yid bde ba mang ba yin | (₁₉) mkhas 
pas bsngags pa yin | (₂₀) de chos kyi sbyin pa de rjes su dran par ’gyur ba yin te 
| byams pa phan yon nyi shu po de dag go zhes bya ba’o ||
 ŚS(skt.) ₃₅₁．₁‒₈: yathoktam āryādhyāśayasaṃcodanasūtre. viṃśatir ime 
maitreyānuśaṃsā nirāmiṣadāne. yo lābhasatkāram apratikāṅkṣan dharmadānaṃ 
dadāmi. katame viṃśatiḥ. yad uta (₁) smr
9
timāṃś ca bhavati (₂) matimāṃś ca 
bhavati (₃) buddhimāṃś ca bhavati (₄) gatimāṃś ca bhavati (₅) dhr
9
timāṃś ca 
bhavati (₆) prajñāvāṃś ca bhavati (₇) lokottarāṃś ca prajñām anuvidhyati (₈) 
alparāgo bhavati (₉) alpadveṣo ’lpamohaḥ (₁₀) māraś cāsyāvatāraṃ na labhate (₁₁) 
buddhair bhagavadbhiḥ samanvāhriyate (₁₂) amanuṣyāś cainaṃ rakṣanti (₁₃) devāś 
cāsyaujaḥ kāye prakṣipanti (₁₄) amitrāś cāsyāvatāraṃ na labhante (₁₅) mitrāṇi 
cāsyābhedyāni bhavanti (₁₆) ādeyavacanaś ca bhavati (₁₇) vaiśāradyāṃś ca prati-
labhate (₁₈) saumanasyabahulaś ca bhavati (₁₉) vidvatpraśastaś ca (₂₀) 
anusmaraṇīyaṃ cāsya tad dharmadānaṃ bhavati. ime maitreya viṃśatir 
anuśaṃseti.
 GOODMAN₂₀₁₆: ₃₂₆は何も注記しないが、ŚS（tib.）と ŚS（skt.）との間には少しく差異
がある（tib.(₄)と skt.(₄)(₅)との不対応、および tib.(₈)(₉)と skt.(₉)との非対称）。チ
ベット訳『深心教誡経』（D ₁₃₅b）は ŚS（tib.）に近似する。
 byams pa nyi shu po ’di dag ni zang zing med pa’i chos kyi sbyin pa rnyed pa dang 
bkur sti mi ’dod par chos kyi sbyin pa sbyin pa gang yin pa de’i phan yon yin te | 
nyi shu gang zhe na | ’di lta ste | (₁) dran pa dang ldan par ’gyur ba dang | (₂) blo 
gros dang ldan par ’gyur ba dang | (₃) blo dang ldan par ’gyur ba dang | (₄) brtan 
pa dang ldan par ’gyur ba dang | (₅) shes rab dang ldan par ’gyur ba dang | (₆) 
’jig rten las ’das pa’i shes rab rjes su rtogs par ’gyur ba dang | (₇) ’dod chags chung 
bar ’gyur ba dang | (₈) zhe sdang chung bar ’gyur ba dang | (₉) gti mug chung 
bar ’gyur ba dang | (₁₀) bdud kyis de la glags mi rnyed par ’gyur ba dang | (₁₁) 
sangs rgyas bcom ldan ’das rnams kyis dgongs par ’gyur ba dang | (₁₂) mi ma yin 
pa rnams de la srung bar ’gyur ba dang | (₁₃) lha rnams de la gzi byin skyed par 
’gyur ba dang | (₁₄) mi mdza’ ba rnams kyis de la glags rnyed par mi ’gyur ba 
dang | (₁₅) de’i mdza’ bshes rnams mi phyed par ’gyur ba dang | (₁₆) tshig btsun 
par ’gyur ba dang | (₁₇) des mi ’jigs pa ’thob par ’gyur ba dang | (₁₈) yid bde ba 
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とあり、また〔シャーンティデーヴァの〕『学処要集』（Śｉｋṣā
20
ｓａⅿｕｃｃａｙａ）では、
【₁₄】物を伴わない法の施しは
福徳を増大させる真因となる
21
。
とある。
［IAc.］第三（聴聞と解説との双方の利益）には、
［a₁.］三乗により界が生育すること
22
、
［b₁.］智者となり全方位から（kun gyis）恭敬されること、
［c₁.］教説の保持により菩提を獲得すること、がある。［m₈₅₈］
﹇IAca₁.］第一（三乗により界が生育すること）は、〔ヴァスバンドゥの〕『釈軌論』
では、
【₁₅】信をもって聴聞する者［p. ₇］は、
天界において喜ぶ〔真因となる〕福徳があり、
涅槃を得る〔真因となる〕
智慧の［₆a］種子
23
が育つであろう
24
。
 mang bar ’gyur ba dang | (₁₉) mkhas pas bsngags par ’gyur ba dang | (₂₀) de’i 
chos kyi sbyin pa de yang rjes su dran par bya bar ’os par ’gyur ba ste | byams pa 
nyi shu po de dag ni zang zing med pa’i chos kyi sbyin pa rnyed pa dang bkur sti 
yongs su spangs shing gos dang zas la re ba med par phan pa’i dngos po sngon du 
’gro ba’i sems kyis rgyun mi chad par yang dang yang du chos kyi sbyin pa sbyin 
pa gang yin pa de’i phan yon yin no ||
₂₀ ｂｓˡａｂ　ｐａ　ｋｕｎ　ˡａｓ　ｂｔｕｓ　ｐａ. 西岡₁₉₈₁: No. ₇₄₂, ｂｓˡａｂ　ｐａ　ｋｕｎ　ˡａｓ　ｂｔｕｓ　ｐａ.
₂₁ OBERMILLER₁₉₃₁: ₁₄₃, n. ₉₆が指摘するように、『学処要集』第₁₉章の韻文が出典であ
る（シャーンティデーヴァ作の韻文であるか否かは筆者には不明）。この【₁₄】は『学
処要集』では【₁₃】の直前に配置されている。つまりプトンは順序を入れ替えて引用
している。
 ŚS(tib.) ₄₁₈．₄‒₅: chos kyi sbyin pa zang zing med|| bsod nams ’phel ba’i rgyur ’gyur te||
 ŚS(skt.) ₃₅₀．₂₄: dharmadānaṃ nirāmiṣam puṇyavr
9
ddhinimittaṃ bhavati ||
₂₂ khams rtas pa, *dhātupuṣṭi.
₂₃ ここでの「種子」（sa bon, *bīja）は「界／要素」（khams, *dhātu）と同義である。
₂₄ 『釈軌論』第５章のこの韻文は２度にわたり『プトン佛教史』に引用される
（OBERMILLER₁₉₃₁: ₁₃‒₁₄, n. ₉₈; ₈₁, ns. ₇₂₉, ₇₃₀）。プトン所引韻文と対比して以下に示す。
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とあり［L．₅b］、また、〔マイトレーヤの『中辺分別論』において〕「界の生育」
と云われたことの注釈（ヴァスバンドゥの『中辺分別論釈
25
』）では、
【₁₆】聴聞から生じ［zh₅r］る智慧により、作意の種子が育つであろう
26
。
とある。「以上は聴聞の利益であるが、解説の利益としては適切でない。聴聞
と解説とは異なる」と考えているならば、そうではない。〔アサンガの〕『〔阿毘
達磨〕集論』（[Ａｂʰｉｄʰａｒⅿａ-]Ｓ
27
ａⅿｕｃｃａｙａ）では、
【₁₇】〔正法の〕保持と読誦と解説とによって、聴聞から生じる〔智慧〕
があるとみるべきである
28
。
チベット訳『釈軌論』（VyY, D ｓʰｉ ₁₂₁a₃‒₄, P ｓｉ ₁₄₁a₁‒₂） 『プトン佛教史』所引の韻文
dad pas mnyan pas gang gis na || dad pas mnyan pa gang gis na ||
mtho ris dga’ ba’i bsod nams dang || mtho ris dga’ ba’i bsod nams dang ||
gang gis mya ngan ’das thob pa’i || gang gis mya ngan ’das thos pa’i ||
shes rab sa bon brtas(rtas P) par ’gyur || shes rab sa bon rtas par ’gyur ||
 この韻文は『根本説一切有部律』「薬事」（ｓⅿａｎ　ɡｙｉ　ɡｚʰｉ︐　ʙʰａｉṣａʲｙａｖａｓｔｕ）に含まれ
るアヴァダーナ「牛飼いナンダ」の内容を韻文化したものであるが、「薬事」にはこの
 韻文が含まれていないため（八尾₂₀₁₃: ₂₇₁‒₂₇₅）、ヴァスバンドゥの作と推測される。
上野・堀内₂₀₁₈b: ₄₆を参照。
₂₅ 西岡₁₉₈₁: No. ₆₈₆。
₂₆ ヴァスバンドゥの『中辺分別論釈』（ｄｂｕ　ｄａｎɡ　ⅿｔʰａ’　ｒｎａⅿ　ｐａｒ　’ｂｙｅｄ　ｐａ’ｉ　’ɡｒｅˡ　ｐａ︐　
Ｍａｄʰｙāｎｔａｖｉｂʰāɡａｂʰāṣｙａ）第５章 第８偈 ａ 句 の 語 句 khams rtas byed dang
（dhātupuṣṭyai）に対応する。以下はプトン所引文とほぼ逐語的に一致するため対比は
しない。
 MAVBh(tib.), D ｂｉ ₂₁a₆‒₇; P ｂｉ ₂₅b₃‒₄:
 khams brtas(rtas P) byed dang ’jug byed dang || de ni don rnams ’grub par ’gyur ||
 thos pa las byung ba’i shes rab kyis yid la byed pas khams brtas(rtas P) par ’gyur ro ||
 MAVBh ₆₃．₈‒₉ ad MAV V．₈ab:
 dhātupuṣṭyai praveśāya cārthasiddhyai bhavaty asau | (MAV V.8ab)
 śrutamayā prajñayā manasikurvato dhātupuṣṭir bhavati.
₂₇ ｋｕｎ　ˡａｓ　ｂｔｕｓ. 西岡₁₉₈₁: No. ₇₀₈, ⅿｎɡｏｎ　ｐａ　ｋｕｎ　ˡａｓ　ｂｔｕｓ　ｐａ.
₂₈ OBERMILLER₁₉₃₁: ₁₄, n. ₉₉が指摘するように、アサンガの『阿毘達磨集論』（ｃʰｏｓ　
ⅿｎɡｏｎ　ｐａ　ｋｕｎ　ˡａｓ　ｂｔｕｓ　ｐａ︐　Ａｂʰｉｄʰａｒⅿａｓａⅿｕｃｃａｙａ）第５章が出典である。以下は
プトン所引文と逐語的に一致するため対比はしない。
 AS(tib.) D ｒｉ ₁₀₄a₆, P ˡｉ ₁₂₃b₅: ’dzin pa dang | kha ton byed pa dang | bshad pas 
thos pa las byung bar blta’o ||
 AS(skt.) ₃₄．₃₀: udgrahāya svādhyāyadeśanābhiḥ śrutamayaṃ draṣṭavyam.
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と説かれている。
［IAcb₁.］第二（智者となり全方位から恭敬されること）は、『経分別』（Āɡａⅿａｖｉｂʰａṅɡ
29
ａ）
では、
【₁₈】多聞には五種の利益がある。蘊に精通すること（mkhas pa）、界に
精通すること、処に精通すること、縁起に精通すること、それ（蘊・界・
処・縁起など）についての教誡と教授とを他者に頼らないこと
30
。
とある。
　〔アーリヤ・シューラの〕『本生〔鬘〕』（Ｊāｔａｋａ[︲ⅿ
31
āˡā]）では、
【₁₉】聴聞は、愚癡という闇をとり払う灯火であり、
盗賊などに奪われることのない最高の財産である。
愚昧という敵を叩き殺す武器であり、
道理を助言する最高の大臣
32
である
33
。
とあり、また、
₂₉ ˡｕｎɡ　ｒｎａⅿ　’ｂｙｅｄ. 西岡₁₉₈₀: No. ₂, lung rnam ’byed la ｐʰａ’ｉ　ｒｎａⅿ　’ｂｙｅｄ.
₃₀ 出典は『律分別』（’ｄｕˡ　ｂａ　ｒｎａⅿ　ｐａｒ ’ｂｙｅｄ　ｐａ, Ｖｉｎａｙａｖｉｂʰａṅɡａ）である。『根本説
一切有部律』以外の律では「経分別」中の「比丘分別」に相当する、比丘の波羅提木
叉の注釈である。OBERMILLER₁₉₃₁: ₁₄, n. ₁₀₁は Tib. Luṅ-rnam-ḥbyed. Kangyur ḤDUL 
VI-IX と記す。プトン所引文は以下のチベット訳『律分別』と逐語的に一致する。
VinVibh(tib.), D ₁₁₉a₇‒₈: bcom ldan ’das kyis mang du thos pa la phan yon lnga yod 
de | phung po la mkhas pa dang | khams la mkhas pa dang | skye mched la mkhas 
pa dang | rten cing ’brel bar ’byung ba la mkhas pa dang | de’i gdams ngag dang 
rjes su bstan pa gzhan la rag ma las pa yin no zhes ...；『根本説一切有部毘奈耶』
（No. ₁₄₄₂）, T₂₃, ₈₇₈c₁₆‒₁₉: 如佛言曰。多聞之人有五種利益。云何爲五。一者蘊善巧。
二者處善巧。三者界善巧。四者縁起善巧。五者於其所須教誡教授不求於他。
₃₁ ｓｋｙｅｓ　ｒａｂｓ. 西岡 ₁₉₈₁: No. ₈₇₈, slob dpon dpa’ bos mdzad pa’i ｓｋｙｅｓ　ｒａｂｓ.
₃₂ grogs: mantrin の訳語とみなし、「友」ではなく「大臣」と訳した。
₃₃ 出典は『 本
ジャータカ●マーラー
生 鬘 』（ｓｋｙｅｓ　ｐａ’ｉ　ｒａｂｓ　ｋｙｉ　ｒɡｙｕｄ）第₃₁章「スタ・ソーマ本生」で
ある。OBERMILLER₁₉₃₁: ₁₄₄, n. ₁₀₇f. によれば、KERN ₂₁₄．₁₄‒₂₁₅．₂に対応する（以下
の偈も含め）。和訳は干潟・高原₁₉₉₀: ₃₃₂‒₃₃₃に対応する。プトン所引韻文は現行の
デルゲ・北京両版と大きな差異はないが、異読も少なくない。デルゲ・北京両版の相
違は丸括弧で示し、『プトン佛教史』各版の異読は注に記す。
 ĀJM(tib.) ₃₁．₃₂, D ʰｕ ₁₂₂a₁‒₂, P ｋｅ ₁₃₆b₇‒₈:
37真宗総合研究所研究紀要　第₃₇号
名声と吉祥との最高の宝庫でもあり、
高貴なる者たちと出遇うならば最高の贈り物である。
集会の中で知者たちを［m₈₅₉］よろこばす、
敵対者に対する太陽光のようである
34
。
とあり、また、
調御された光り輝く気炎を生じさせ、
偉大なる名声を素早く起こさせ、
弁舌がよく回る、特別な真因である、
聴聞という吉祥を修する者は、明晰な意味を理解するであろう。
聴聞をそなえた者には矛盾がなく、
〔法・財・愛の〕三つ目的
35
という道を拠り所［₆b］とするであろう。
聴聞に即して実践する者は中核を築き、
〔再〕生の難所からわずかな努力で脱するであろう
36
。
 thos pa gti mug mun sel sgron me(me] D; ma P) yin ||
 rkun po la sogs mi khyer₁ nor gyi mchog |
 kun tu rmongs pa’i dgra ’joms mtshon cha yin ||
 thabs tshul man ngag ston pa’i grogs kyi mchog |
 　₁’khyer BUzh BUk BU₂₄ BUm BUx
 ĀJM(skt.) ₃₁．₃₂:
 dīpaḥ śrutaṃ mohatamaḥpramāthī caurādyahāryaṃ paramaṃ dhanaṃ ca |
 saṃmohaśatruvyathanāya śastraṃ nayopadeṣṭā paramaś ca mantrī ||₃₂||
₃₄ ĀJM(tib.) ₃₁．₃₃d‒₃₄abc, D ʰｕ ₁₂₂a₂‒₃, P ｋｅ ₁₃₇a₁‒₂:
 grags dang dpal gyi₁ gter gyi mchog kyang yin ||₃₃||
 ya rabs rnams dang ’phrad(’phrad] D; phrad P) na skyes kyi mchog |
 tshogs kyi nang na mkhas pa dga’ bar ’gyur ||
 phas kyi rgol ba₂ nyi ma’i ’od dang ’dra ||
 　 ₁dang BUzh BUk BU₂₄ BUm BUx　₂la BUzh BUk BU₂₄ BUm BUx
 ĀJM(skt.) ₃₁．₃₃d‒₃₄abc:
 　　　　　　　　　　... paraṃ nidhānaṃ yaśasaḥ śriyaś ca ||₃₃||
 satsaṃgame prābhr
9
taśībharasya sabhāsu vidvajjanarañjanasya |
 parapravādadyutibhāskarasya ...
₃₅ ’khor gsum: OBERMILLER₁₉₃₁: ₁₅, n. ₁₁₅は dharma, artha, kāma からなる trivarga
を指すと指摘する。
₃₆ ĀJM(tib.) ₃₁．₃₇‒₃₈, D ʰｕ ₁₂₂a₄‒₆, P ｋｅ ₁₃₇a₄‒₆:
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云々と説かれている。
［IAcc₁.］第三（教説の保持により菩提を獲得すること）。解説・聴聞（bshad nyan）
とは、説明すること（bstan pa）、また、〔正〕法を保持することである。〔ヴァ
スバンドゥの〕『〔阿毘達磨〕俱舎論〔頌〕』（[Ａｂʰｉｄʰａｒⅿａ-]Ｋ
37
ｏśａ）では、
【₂₀】それ（正法）を保持する者とは、語る者と
実践する者とに他ならない
38
。
とある。
　〔正〕法を保持することの利益は不可思議である。『如来［L．₆a］秘密所説
〔経〕』（*Ｔ
39
ａｔʰāɡａｔａɡｕʰｙａｋａｎｉｒｄｅśａ）では、
 dul zhing rab tu gsal ba’i spobs pa bskyed(bskyed] D; ste P)₁ ||
 grags pa chen po ’phral du ’byung bar byed ||
 smra lce bder₂ ’gyur khyad par can gyi rgyu ||
 thos pa’i dpal goms₃ don gsal rtogs par ’gyur ||₃₇||
 thos dang ldan na ’gal ba med pa yi ||
 ’khor gsum lam la rab tu gnas par ’gyur ||
 thos pa’i rjes ’jug sgrub(sgrub] D; bsgrubs P) pa₄ snying por byed ||
 skye ba’i rdzong las tshegs(tshegs] D; tshogs? P) chung thar bar ’gyur ||₃₈||
 　 ₁skye BUzh BUk BU₂₄ BUm BUx 　₂bder BU₂₄: bde BUzh BUk BUm BUx 　
₃bsgoms BUzh BUk BU₂₄ BUm BUx　₄la BUzh BUk BU₂₄ BUm BUx
 ĀJM(skt.) ₃₁．₃₇‒₃₈:
 vinītadīptapratibhojjvalasya prasahya kīrtipratibodhanasya |
 vāksauṣṭhavasyāpi viśeṣahetur yogāt prasannārthagatiḥ śrutaśrīḥ ||₃₇||
 śrutvā ca vairodhikadoṣamuktaṃ trivargamārgaṃ samupāśrayante |
 śrutānusārapratipattisārās taranty akr
9
cchreṇa ca janmadurgam ||₃₈||
₃₇ ⅿｄｚｏｄ. 西岡₁₉₈₁: No. ₄₈₆, slob dpon dbyig gnyen gyis mdzad pa’i ｃʰｏｓ　ⅿｎɡｏｎ　ｐａ　
ⅿｄｚｏｄ　ｋｙｉ　ｔｓʰｉɡ　ˡｅ’ｕｒ　ｂｙａｓ　ｐａ.
₃₈ 出典は『阿毘達磨俱舎論頌』（ｃʰｏｓ　ⅿｎɡｏｎ　ｐａ’ｉ　ⅿｄｚｏｄ　ｋｙｉ　ｔｓʰｉɡ　ˡｅ’ｕｒ　ｂｙａｓ　ｐａ）第
８章「定品」第₃₉偈 cd 句である。以下、プトン所引韻文とほとんど差異はない。
 AKBh(tib.) D ｋʰｕ ₈₁b₂, P ｎɡｕ ₉₃a₇: de ’dzin byed pa smra byed dang || sgrub par 
byed pa kho na yin ||
 AKBh(skt.) ₄₅₉．₁₁ ad AK ₈．₃₉cd: dhātāras tasya vaktāraḥ pratipattāra eva ca ||
₃₉ ｄｅ　ｂｚʰｉｎ　ɡｓʰｅɡｓ　ｐａ’ｉ　 ɡｓａｎɡ　ｂａ　ｂｓｔａｎ　ｐａ. 西岡₁₉₈₀: No. ₁₃₀, ｄｅ　ｂｚʰｉｎ　ɡｓʰｅɡｓ　ｐａ’ｉ　
ɡｓａｎɡ　ｂａ　ｂｓａⅿ　ɡｙｉｓ　ⅿｉ　ｋʰｙａｂ　ｐａ　ｂｓｔａｎ　ｐａ.
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【₂₁】正法を保持することの福徳は、
あらゆる佛が（sangs rgyas kun g
40
yis）、慎重に、
万劫［zh₅v］にわたってお説きになっても、
極限にまでは至らないであろう
41
。
とある。
　『海慧所問〔経〕』（⁂Ｓāɡａｒａⅿａｔｉｐａｒｉｐｒ
◦
ｃ
42
ｃʰā）では、
【₂₂】如来の正法を保持する者は、
勝者たちに保護されるであろう。
神や龍や緊那羅たちや、
福徳、知識によって保護される〔であろう
43
〕。
₄₀ この箇所のみ、現行の『経典集』とプトン所引韻文とが異なる。次注を参照。
₄₁ OBERMILLER₁₉₃₁: ₁₄₄, n. ₁₁₇が指摘するように、チベット大蔵経カンギュルの宝積
部所収『如来秘密所説経』が出典である（D₁₃₀b₇‒₁₃₁a₁）。以下にチベット訳『如来
秘密所説経』とプトン所引韻文とを対比して示すが、両者は全く同文である。
チベット訳『如来秘密所説経』 『プトン佛教史』所引文
dam pa’i chos ni yongs ’dzin na ||
de bas bsod nams ches mang ngo ||
dam chos ’dzin pa’i bsod nams ni || dam chos ’dzin pa’i bsod nams ni ||
sangs rgyas kun gyis nan tan du || sangs rgyas kun gyis nan tan du ||
bskal pa bye bar brjod mdzad kyang || bskal pa bye bar brjod mdzad kyang ||
mtha’ mar phyin par ’gyur ma lags || mtha’ mar phyin par ’gyur ma lags ||
　いっぽう、伝ナーガールジュナ作『経典集』（ⅿｄｏ　ｋｕｎ　ˡａｓ　ｂｔｕｓ　ｐａ︐　Ｓūｔｒａｓａⅿｕｃｃａｙａ）
に引用例があり、それはプトン所引文とわずかに一致しない。
 SS ₁₃₈．₁₆‒₂₅: ’phags pa de bzhin gshegs pa’i gsang ba’i mdo las kyang | byang chub 
sems dpa’ bsod nams kyi phung po ji snyed brjod pa bas |
 　　dam pa’i chos ni yongs ’dzin na || de bas bsod nams ches mang ngo ||
 　　dam chos ’dzin pa’i bsod nams ni || sangs rgyas kyis ni nan tan du ||
 　　bskal pa bye bar brjod mdzad kyang || mtha’ mar phyin par ’gyur ma lags ||
 zhes ’byung ngo ||
₄₂ ｂˡｏ　ɡｒｏｓ　ｒɡｙａ　ⅿｔｓʰｏｓ　ｚʰｕｓ　ｐａ’ｉ　ⅿｄｏ. 西岡₁₉₈₀: No. ₂₃₆, ｂˡｏ　ɡｒｏｓ　ｒɡｙａ　ⅿｔｓʰｏｓ　ｚʰｕｓ　ｐａ.
₄₃ OBERMILLER₁₉₃₁: ₁₄₄, ns. ₁₁₈, ₁₁₉が指摘するように、『学処要集』第２章に引用され
ている。サンスクリットテクストは BENDALL Ed.をそのまま転載する。
 ŚS(tib.) ₆₃．₁₇‒₂₀: de skad du ’phags pa blo gros rgya mtshos zhus pa’i mdo las 
kyang |
 　　de bzhin gshegs pa’i dam pa’i chos ’dzin pa || 
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如来の［p. ₈］正法を保持する者は、
念をそなえた者、覚知をそなえた者（blo gros ldan）、覚をそなえた者（blo 
ldan）となるであろう。
広大なるすべての智［m₈₆₀］慧（shes rab rgya chen kun）のうち、知識
をそなえた（ye shes ldan）
賢者（mkhas pa）は、習気を伴った煩悩を断つ〔であろう
44
〕。
とあり、ないし、
如来の正法を保持する者は、
帝釈天や梵天と同じく世間を守護し、
転輪聖王や人間の王たるものとなる〔であろう〕。
安楽（bde）と安心（yid bde）とによって、かの者は菩提に覚める〔であ
ろう
45
〕。
 　　rgyal ba rnams kyis yongs su gzung bar ’gyur ||
 　　lha dang klu dang mi’am ci rnams dang || 
 　　bsod nams ye shes kyis ni yongs su gzung ||
 ŚS(skt.) ₄₃．₅‒₉: tathāryasāgaramatisūtre ’py āha.
 　　parigr
9
hīto bhavatī jinebhir devebhi nāgebhi ca kinnarebhiḥ |
 　　puṇyena jñānena parigr
9
hītaḥ saddharmadhāritva tathāgatānām ||
 　上記はチベット訳『海慧所問経』（D ₅₁b₁）およびプトン所引韻文とほぼ逐語的に
一致する。
₄₄ OBERMILLER ₁₉₃₁: ₁₄₄, n. ₁₂₀が指摘するように、C. BENDALL による梵文テクスト
Śｉｋṣāｓａⅿｕｃｃｙａ にはこの偈が含まれていない。さらに、漢訳『大乗集菩薩学論』
（No. ₁₆₃₆）, T₃₂, ₈₄a₂₄‒b₇にもこの偈は見当たらない。ところが、チベット訳 ｂｓˡａｂ　ｐａ　
ｋｕｎ　ˡａｓ　ｂｔｕｓ　ｐａ（ŚS(tib.) ₆₃．₂₀‒₂₂）にはこの偈が含まれている。このとおり、『学処
要集』の当該箇所（第２章の末尾）に引用される偈の数には出入りがあり、BENDALL
による梵文テクストおよび漢訳では７偈、チベット訳では₁₅偈が引用されている。そ
の『学処要集』チベット訳は以下のとおり。ŚS(tib.) ₆₃．₂₀‒₂₂:
 　　de bzhin gshegs pa’i dam pa’i chos ’dzin pa || 
 　　dran ldan blo gros ldan zhing blo ldan ’gyur ||
 　　shes rab rgya chen kun nas ye shes ldan || 
 　　mkhas pa bag chags bcas pa’i nyon mongs spong ||
 　上記はチベット訳『海慧所問経』（D ₅₁b₁‒₂）およびプトン所引韻文とほぼ逐語的
に一致する。
₄₅ OBERMILLER₁₉₃₁: ₁₄₄, n. ₁₂₁が指摘するように、『学処要集』第２章に引用されている。
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云々と、多くの利益について説かれている。
［IB.］第二。大乗の法の聴聞・解説の利益は、
［a.］根本の時点において劣乗の善を圧倒し種姓が育まれること、
［b.］ 道の時点において障害を残りなく断つことで福徳が他よりもすぐれてい
ること、
［c.］果の時点において［₇a］〔一切〕相智の獲得が確定すること、である。
［IBa.］第一（根本の時点において劣乗の善を圧倒し種姓が育まれること）は、『般若
波羅蜜多』（Ｐ
46
ｒａʲñāｐāｒａⅿｉｔā）では、
【₂₃】三千大千世界における彼ら衆生たちはみな、阿羅漢の位に到達す
るであろう。そして、彼ら阿羅漢たちの布施から生じた福事業
47
と、持戒
から生じた福事業と、修習から生じた福事業とについて、アーナンダよ、
どのように考えるか。その福事は莫大であろうか？〔アーナンダが〕答
えた。世［L．₆b］尊よ、それは莫大です。善逝よ、莫大です。〔世尊が〕
仰った。アーナンダよ、それよりも、誰であれ菩薩［m₈₆₁］大士（偉大
なる人物である菩薩）が、般若波羅蜜多をそなえた法を、たった一日でも
48
、
諳んじるのであれば、彼には広大な福徳の集まり［zh₆r］が生じるのだ。
 ŚS(tib.) ₆₄．₁₈‒₂₁:
 　　de bzhin gshegs pa’i dam pa’i chos ’dzin pa || 
 　　brgya byin tshangs pa de bzhin ’jig rten skyong ||
 　　’khor los sgyur dang mi yi rgyal por ’gyur || 
 　　bde dang yid bdes byang chub de ’tshang rgya ||
 ŚS(skt.) ₄₄．₃‒₆:
 　　śakro ’tha brahmā tatha lokapālo manuṣyarājā bhuvi cakravarttī |
 　　sukhena saukhyena sa bodhi[ṃ] budhyate saddharmadhāritva tathāgatānām ||
 　上記はチベット訳『海慧所問経』（D ₅₂a₁）およびプトン所引韻文とほぼ逐語的に
一致する。
₄₆ ｓʰｅｓ　ｒａｂ　ｋｙｉ　ｐʰａ　ｒｏˡ　ｔｕ　ｐʰｙｉｎ　ｐａ. 西岡₁₉₈₀: No. ₁₀₅, ｓʰｅｓ　ｒａｂ　ｋｙｉ　ｐʰａ　ｒｏˡ　ｔｕ　ｐʰｙｉｎ　ｐａ.
₄₇ 「福事業」（bsod nams bya ba’i dngos po, *puṇyakriyāvastu）とは、徳を求める行
動を指す。『二巻本訳語釈』（石川₁₉₉₃: ₁₀₃‒₁₀₄）に詳しい。
₄₈ tha na nyi ma gcig (nyi ma gcig] BU₂₄ BUx; nyi ma cig BUzh; nyin gcig BUk)：
この句は ŚS(tib.)にはないが ŚS(skt.)にはある（antaśa ekadivasam api）。
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—中略—
49
アーナンダよ、これが、かの菩薩大士の法の施しであり、あら
ゆる声聞乗とあらゆる独覚乗との人々の、あらゆる善根を圧倒するのだ
50
。
₄₉ この「中略」はプトン自身による（zhes pa nas）。中略されているのは ŚS(skt.) 
₃₅₁．₁₆‒₁₈に相当する一文である。
₅₀ OBERMILLER₁₉₃₁: ₁₄₅, n. ₁₂₉が指摘するように、出典は『般若経』であるものの、『学
処要集』第２章からの孫引きである。『学処要集』第２章では【₁₃】『深心教誡経』の
直後にこの【₂₃】『般若経』の文言が配置されている。以下に示すチベット訳テクスト
のうち、丸括弧で括られた箇所はプトン所引文に対応がないもの（ŚS(tib.)には対応
があるもの）である。
 ŚS(tib.) ₄₁₈．₁₇‒₂₁: (shes rab kyi pha rol tu phyin pa las kyang gsungs te | ... chos 
bstan pa snga mas gang dag) stong gsum gyi stong chen po’i ’jig rten gyi khams 
kyi sems can de dag thams cad dgra bcom pa nyid thob par ’gyur la | dgra bcom 
pa de dag gi sbyin pa las byung ba’i bsod nams bya ba’i dngos po dang | tshul khrims 
las byung ba’i bsod nams bya ba’i dngos po dang | bsgoms pa las byung ba’i bsod 
nams bya ba’i dngos po gang yin pa de la kun dga’ bo ji snyam du sems | bsod nams 
kyi phung po mang ba yin nam | gsol ba | bcom ldan ’das mang lags so || bde bar 
gshegs pa mang lags so || (bcom ldan ’das kyis) bka’ stsal pa | kun dga’ bo de bas 
kyang su zhig byang chub sems dpa’ sems dpa’ chen po nams la shes rab kyi pha 
rol tu phyin pa dang ldan pa’i chos ston na | (nyan thos kyi theg pa’i gang zag) de 
bsod nams kyi phung po ches mang du bskyed de | ... kun dga’ bo ’di ni byang chub 
sems dpa’ sems dpa’ chen po de’i chos sbyin pa ste | nyan thos kyi theg pa thams 
cad dang | rang sangs rgyas kyi theg pa’i gang zag thams cad kyi dge ba’i rtsa ba 
zil gyis mnan pa’o ||
 ŚS(skt.) ₃₅₁．₉‒₃₅₂．₄: āryaprajñāpāramitāyāṃ cāha ... ye trisāhasramahāsāhasre 
lokadhātau satvās te sarve ’rhatvaṃ prāpnuyus teṣāṃ cārhatāṃ yad dānamayaṃ 
puṇyakriyāvastu śīlamayaṃ puṇyakriyāvastu bhāvanāmayaṃ puṇyakriyāvastu.  tat 
kiṃ manyase ānandāpi tu sa bahu puṇyaskandhaḥ.  āha.  bahu bhagavan bahu 
sugata.  bhagavān āha.  ataḥ sa ānanda śrāvakayānikapudgalo bahutaraṃ 
pu ṇya sk a ndhaṃ  pr a s ava t i  yo  b od h i s a t v ā n āṃ  ma h ā s a t v ā n āṃ 
prajñāpāramitāpratisaṃyuktaṃ dharmaṃ deśayati.  ato ’py ānanda bahutaraṃ 
puṇyaskandhaṃ prasavati yo bodhisatvo mahāsatvo ’parasya bodhisatvasya 
prajñāpāramitāpratisaṃyuktaṃ dharmaṃ deśayati, antaśa ekadivasam api ... 
(₃₅₂．₁‒₂を中略) ... idam ānanda tasya bodhisatvasya mahāsatvasya dharmadānaṃ 
sarvaśrāvakayānikānām api sarvapratyekabuddhayānikānāṃ ca pudgalānāṃ 
kuśalamūlam abhibhavati.
 　出典は『二万五千頌般若』（PVP, V ₇₃．₂₂‒₇₄．₁₂）、あるいは『八千頌般若』（ASP(skt.), 
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と説かれている。
［IBb.］第二（道の時点において障害を残りなく断つことで福徳が他よりもすぐれている
こと）は、『究竟論』（Ｕ
51
ｔｔａｒａｔａｎｔｒａ）では、
【₂₄】誰であれ菩提を求める者が、宝石で装飾された黄金の土地を、
佛土の塵〔の量〕に等しい〔数〕だけ、毎日、法主たちに、欠かさず布
施するとしよう。
別のある者［p. ₉］が、ここから一句だけでも聞［m₈₆₂］き、聞いて後
に信解するとしよう。かの者は、
その布施から生じた浄福よりも多大なる福徳を得るであろう。〔本偈３〕
ある智者が、無上なる菩提を求めて、多劫にわたって、
身・口［₇b］・意をもって、努力なくして、浄戒を護るとしよう。
別のある者が、ここから一句だけでも聞き、聞いて後に信解するとしよ
う。かの者は、
その持戒から生じた浄福よりも多大なる福徳を得るであろう。〔本偈４〕
ある者が、この世において、三有という煩悩の炎を消火する禅定を〔修し〕、
神〔々〕や梵天の境位の最高位に到り、正覚から退転しない手段を修す
る〔としよう〕。
別のある者が、ここから一句だけでも聞き、聞いて後に信解するとしよ
う。かの者は、
その禅定から生じた浄福よりも多大なる福徳を得るであろう。〔本偈５〕
なぜなら、布施は諸々の〔世間的〕享受をもたらし、
〔持〕戒は生天を〔もたらし〕、〔禅定の〕修習は煩悩の捨離を〔もたらすが〕、
〔しかし、〕般若は煩悩〔障〕と所知〔障〕とのすべての捨離を〔もたら
 CONZE I, ₇₈．₂₆‒₇₉．₂₈, VAIDYA ₂₂₉．₂₉f.）と推測される。後者の和訳は梶山・丹治 ₂₀₀₁: 
₂₉₂‒₂₉₃を参照。チベット訳『八千頌般若』にかんする庄司 ₂₀₁₆の分類のうち、Ｂ系
統に属するデルゲ版は ASP(tib.) Recension B, D ₂₆₉b₆‒₂₇₀b₁.  Ａ系統に属するロン
ドン写本カンギュルは ASP(tib.) Recension A, SHOJI §₂₈．₄‒₆, ₃₃₈．₃₄‒₃₃₉．₂₀.
₅₁ ｒɡｙｕｄ　ｂˡａ　ⅿａ. 西岡₁₉₈₁: No. ₆₈₃, ｔʰｅɡ　ｐａ　ｃʰｅｎ　ｐｏ　ｒɡｙｕｄ　ｂˡａ　ⅿａ’ｉ　ｂｓｔａｎ　ｂｃｏｓ. 『宝
性論』（ʀａｔｎａɡｏｔｒａｖｉｂʰāɡａ）の別名である Ｕｔｔａｒａｔａｎｔｒａ については高崎₁₉₈₉: ₃₃₈, 
n. ₁₃₇を参照。
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す〕。それ［L．₇a］ゆえ、
これ（般若）が最もすぐれている。それ（般若）の因は、この、聴聞なの
である。〔本偈６
52
〕
とある。
₅₂ OBERMILLER₁₉₃₁: ₁₆, n. ₁₂₉が指摘するように、出典は『宝性論』（ｔʰｅɡ　ｐａ　ｃʰｅｎ　ｐｏ　
ｒɡｙｕ　ｂˡａ　ⅿａ’ｉ　ｂｓｔａｎ　ｂｃｏｓ　ｄｋｏｎ　ⅿｃʰｏɡ　ɡｉ　ｒｉɡｓ　ｒｎａⅿ　ｐａｒ　ｄｂｙｅ　ｂａ）の最終第５章（phan 
yon gyi skabs）における「信解の利益」（mos pa’i phan yon）にかんする６つの本偈
の中、本偈３から６までである。プトン所引韻文は現行のデルゲ・北京両版と大きな
差異はないが、異読も多い。デルゲ・北京両版の相違は丸括弧で示し、『プトン佛教
史』各版の異読は注に記す。RGV(tib.), D ｐʰｉ ₇₂a₄‒b₁, P ｐʰｉ ₇₃a₄‒b₁:
 gang zhig byang chub don du gnyer bas gser zhing(zhing] D; gzhong P) nor bus 
spras pa ni ||
 sangs rgyas zhing rdul mnyam pa nyin(nyin] D; nyid P) re₁ chos rgyal rnams la 
rtag ’bul la(la] P; na D)₂ ||
 gzhan gang ’di las₃ tshig tsam thos shing thos nas kyang ni mos na ’di₄ ||
 sbyin pa las byung dge ba de las bsod nams ches mang thob par ’gyur  ||₃||
 blo ldan gang zhig bla med byang chub ’dod pas bskal pa du mar yang ||
 lus ngag yid kyis(kyis] P; kyi D)₅ ’bad pa med par tshul khrims dri med srung byed 
la ||
 gzhan gang(gang] D; dag P) ’di las tshig tsam thos shing thos nas kyang ni mos 
na ’di ||
 tshul khrims las byung dge ba de las bsod nams ches mang thob(thob] D; ’thob P) 
par ’gyur  ||₄||
 gang zhig ’di na srid pa gsum gyi nyon mongs me(me] D; med P) ’jil bsam(bsam] 
D; bsal P) gtan ni ||
 lha dang tshangs gnas mthar son rdzogs pa’i byang chub ’pho med thabs bsgoms₆ 
la ||
 gzhan gang(gang] D; dag P) ’di las tshig tsam thos shing thos nas kyang ni mos 
na ’di ||
 bsam gtan las byung dge ba de las bsod nams ches mang thob₇ par ’gyur  ||₅||
 gang phyir sbyin pas longs spyod dag ni sgrub byed cing₈ ||
 khrims kyi₉ mtho ris bsgoms pas nyon mongs spong byed la ||
 shes rab nyon mongs shes bya kun spong de yi phyir ||
 ’di mchog nyid de de yi rgyu ni ’di thos yin  ||₆||
 　 ₁re BUzh BUk : rer BU₂₄ BUx　₂la BUzh BUk BU₂₄ BUm BUx
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［IBc.］第三（果の時点において〔一切〕相智の獲得が確定すること）は、〔マイトレ
ーヤの〕『〔大乗〕荘厳経論』（[Ｍａʰāｙāｎａ︲]Ｓūｔｒāˡａṃｋ
53
āｒａ）では、
【₂₅】およそ、ことばと意味と〔の両面〕を通じて、
ふたつの偈
54
を保持することに努め、
慧をそなえた最高の有情であるかの者は、
十種の利益を得るであろう。
（₁）〔慧の〕要素が全般的に生長する、
（₂）臨終時に最高の喜びを〔得る〕、
（₃）望みのとおりに〔次〕生を〔得る〕、
（₄）あらゆる境涯において前世の記憶がある、
  ₃las BUzh BUk BUm : la BU₂₄ BUx　₄’di BU₂₄ : ni BUzh BUk BUm BUx
  ₅ni BUzh BUk BU₂₄ BUm BUx　₆bsgom BUzh BUk BUm : sgom BU₂₄ BUx
  ₇thob BUzh BUk BUm : ’thob BU₂₄ BUx　₈la BUzh BUk BU₂₄ BUm BUx　
  ₉kyis BUzh BUk BU₂₄ BUm BUx
 E. H. JOHNSTON による梵文テクストでは以下に対応（翻訳は高崎₁₉₈₉: ₂₀₆‒₂₀₇；
TAKASAKI₁₉₆₉: ₃₈₁）。RGV(skt.) ₁₁₅．₉‒₁₁₆．₄:
 yo dadyān maṇisaṃskr
9
tāni kanakakṣetrāṇi bodhyarthiko
 buddhakṣetrarajaḥsamāny aharaho dharmeśvarebhyaḥsadā |
 yaś cānyaḥ śr
9
ṇuyād itaḥpadam api śrutvādhimucyed ayaṃ
 tsamād dānamayāc chubhād bahutaraṃ puṇyaṃ samāsādayet  ||₃||
 yaḥ śīlaṃ tanuvāṅmanobhir amalaṃ rakṣed anābhogavad
 dhīmān bodhim anuttarām abhilaṣan kalpān anekān api |
 yaś cānyaḥ śr
9
ṇuyād itaḥpadam api śrutvādhimucyed ayaṃ
 tasmāc chīlamayāc chubhād bahutaraṃ puṇyaṃ samāsādayet  ||₄||
 dhyāyed dhyānam apīha yas tribhuvanakleśāgninirvāpakaṃ
 divyabrahmavihārapāramigataḥ saṃbodhyupāyācyutaḥ |
 yaś cānyaḥ śr
9
ṇuyād itaḥ padam api śrutvādhimucyed ayaṃ
 tasmād dhyānamayāc chubhād bahutaraṃ puṇyaṃ samāsādayet  ||₅||
 dānaṃ bhogān āvahaty eva yasmāc chīlaṃ svargaṃ bhāvanā kleśahānim |
 prajñā kleśajñeyasarvaprahāṇaṃ sātaḥ śreṣṭhā hetur asyāḥ śravo ’yam  ||₆||
₅₃ ⅿｄｏ　ｓｄｅ　ｒɡｙａｎ. 西岡₁₉₈₁: No. ₆₇₇, bcom ldan ’das byams pas mdzad pa’i ⅿｄｏ　ｓｄｅ　
ｒɡｙａｎ.
₅₄ 「ふたつの偈」とは当該偈に先行する『大乗荘厳経論』第₁₂章第₁₉・₂₀偈を指す。長
尾₂₀₀₇b: ₂₀₅を参照。
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（₅）佛陀たちに邂逅する、
（₆）か〔の佛陀たち〕のもとで
55
最高の乗（大乗）について聴聞する、
（₇）信［zh₆v］解と（₈）慧とをそなえる、
（₉）ふたつの門
56
がある、そして（₁₀）菩提を速やかに得る
57
。
と説かれており、別のところでもたくさん説かれているけれども、〔本文が〕過
₅₅ de la BUzh BUx; de las MSA(tib.).  Cf. MSA(skt.): tebhyaḥ ＝de las.  出典の『大
乗荘厳経論』における読みが de las「かの〔佛陀たち〕から」であることは明白であ
るが、現行版本による限り、『プトン佛教史』に de la とあることもまた明白である。
ここでは『プトン佛教史』各本に即して訳した。
₅₆ 「ふたつの門」とは三昧門と陀羅尼門とを指す。以下の『大乗荘厳経論釈』
（Ｍａʰāｙāｎａｓūｔｒāˡａṃｋāｒａｂʰāṣｙａ）を 参 照。MSABh(skt.) ₈₄．₄‒₅: dvayamukhatā 
samādhimukhatā dhāraṇīmukhatā ca |
₅₇ OBERMILLER₁₉₃₁: ₁₇, n. ₁₃₃が指摘するように、出典は『大乗荘厳経論』（ｔʰｅɡ　ｐａ　ｃʰｅｎ　
ｐｏ　ⅿｄｏ　ｓｄｅ’ｉ　ｒɡｙａｎ）、サンスクリットでは第₁₂章第₂₁‒₂₃偈、チベット訳では第₁₃章
（bshad pa’i le’u, 説示の章）に相当する。和訳は長尾₂₀₀₇b: ₂₀₉‒₂₁₀を参照。なお、長
尾₂₀₀₇a: ₂₉₀‒₂₉₂には『プトン佛教史』に引用される MSA（Bh）の一覧（OBERMILLER 
₁₉₃₁に基づく）が掲載されている。以下、プトン所引文とほぼ逐語的に一致するため
対比はしない。
 MSA(tib.), D ｐʰｉ ₁₇b₁‒₃, P ｐʰｉ ₁₉b₂‒₄:
 gang zhig tshig gam don sgo nas ||
 tshigs bcad gnyis ’dzin rab sbyor ba ||
 sems can blo ldan mchog de yis ||
 yon tan rnam bcu thob ’gyur te ||₂₁||
 khams ni zad par rtas pa dang ||
 ’chi ba’i tshe na rab dga’ mchog ||
 ji ltar ’dod par skye ba dang ||
 kun tu tshe rabs dran pa dang ||₂₂||
 sangs rgyas rnams dang ’phrad(’phrad] D; phrad P) pa dang ||
 de las theg mchog thos pa dang ||
 mos pa blo dang bcas pa dang ||
 sgo gnyis byang chub myur thob pa’o ||₂₃||
 MSA(skt.) ₁₂．₂₁‒₂₃:
 yo granthato ’rthato vā gāthādvayadhāraṇe prayujyeta |
 sa hi daśavidham anuśaṃsaṃ labhate sattvottamo dhīmān ||₂₁||
 kr
9
tsnāṃ ca dhātupuṣṭiṃ prāmodyaṃ cottamaṃ maraṇakāle |
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多になることを恐れ、〔これ以上は〕述べない。
　さらに、それらは『釈軌論』では、
【₂₆】経典の意味内容の偉大性を聞けば、
聴き手は聴聞と保持とに、
敬意をもって努めるから、
最初に「目的
58
」を説明すべきである
59
。
とあるとおりである。
（未完）
 janma ca yathābhikāmaṃ jātismaratāṃ ca sarvatra ||₂₂||
 buddhaiś ca samavadhānaṃ tebhyaḥ śravaṇaṃ tathāgrayānasya |
 adhimuktiṃ saha buddhyā dvayamukhatām āśu bodhiṃ ca ||₂₃||
₅₈ 『釈軌論』における経典解釈法の「目的」（dgos pa）については上野₂₀₁₇を参照。
₅₉ 出典は『釈軌論』第１章の総括偈第２偈である。
 VyY, D ｓʰｉ ₃₀b₂‒₆, P ｓｉ ₃₃b₄‒₃₄a₃:
 mdo don che ba nyid thos na ||
 nyan pa dang ni ’dzin pa la ||
 nyan pa po ni gus byed pas ||
 thog mar dgos pa brjod par bya ||
 ヴィーリヤシュリーダッタの『決定義経注』（Ａｒｔʰａｖｉｎｉśｃａｙａｓūｔｒａｎｉｂａｎｄʰａｎａ）から
梵文が得られる。AVSN ₇₂．₄‒₅:
 śrutvā sūtrasya māhātmyaṃ śrotur ādarakāritā |
 śravaṇodgrahaṇe syād ity ādau vācyaṃ prayojanam ||
 この梵文と『釈軌論』のチベット訳とはａ句の読みがわずかに異なる。総括偈第２偈
は『釈軌論』第５章にも引用され、そして第５章の引用例の方がより梵文に近い。
VyY, D ｓｉ ₁₁₄b₂, P ｓｉ ₁₃₃a₇‒₈:
 mdo sde’i che ba nyid thos na ||
 mnyan pa dang ni gzung(gzung] D; bzung P) ba la ||
 nyan pa po ni gus byed ’gyur ||
 de phyir thog mar dgos(dgos] D; dgongs P) pa brjod ||
 ａ句については、『釈軌論』第５章の読み、および『決定義経注』におけるａ句の引用
例（sūtrasya māhātmyam）のいずれも don/artha に対応する語句がないため、より
本来的には donでなく sde’i が正しい読みであると思われる。ただし、プトンが引用す
るのは『釈軌論』第１章（＝梵文からは支持されない読みを有する）の総括偈である。
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略号と参考文献
D Derge (sDe dge) blockprint edition of the Tibetan Tripiṭaka.
P  Peking (Kangxi ₁₇₁₇/₂₀) edition of the Tibetan Tripiṭaka kept in the Otani 
University Library, Kyoto.
T 大正新脩大藏經。
一次文献：チベット撰述文献
BU   ʙｕ　ｓｔｏｎ　ｃʰｏｓ　’ｂｙｕｎɡ (Bu ston Rin chen grub): ｂｄｅ　ｂａｒ　ɡｓʰｅɡｓ　ｐａ’ｉ　ｂｓｔａｎ　ｐａ’ｉ　
ɡｓａˡ　ｂｙｅｄ　ｃʰｏｓ　ｋｙｉ　’ｂｙｕｎɡ　ɡｎａｓ　ɡｓｕｎɡ　ｒａｂ　ｒｉｎ　ｐｏ　ｃʰｅ’ｉ　ⅿｄｚａｄ　ｃｅｓ　ｂｙａ　ｂａ.
BU₂₄  Lha sa xylograph of the BU in Lokesh Chandra (Ed.), Ｔʰｅ　Ｃｏˡˡｅｃｔｅｄ　Ｗｏｒｋｓ　
ｏｆ　 ʙｕ︲ｓｔｏｎ, Part ₂₄ (YA).  New Delhi: International Academy of Indian 
Culture, ₁₉₇₁.
BUm  Dpal brtsegs bod yig dpe rnying zhib ’jug khang (Ed.), Ｃʰｏｓ　ｋｙｉ　’ｂｙｕｎɡ　ɡｎａｓ　
ɡｓｕｎɡ　ｒａｂ　ｒｉｎ　ｐｏ　ｃʰｅ’ｉ　ⅿｄｚｏｄ. Xining: Mtsho sngon mi rigs dpe skrun khang, 
₂₀₁₁.
BUx  Rdo rje rgyal po (Ed.), ʙｕ　ｓｔｏｎ　ｃʰｏｓ　’ｂｙｕｎɡ.  Beijing: Krung go bod kyi shes 
rig dpe skrun khang, ₁₉₈₈.
BUzh  Zhwa lu xylograph of the BU in the Berlin State Library (Staatsbibliothek zu 
Berlin).
一次文献：インド撰述文献
ĀJM(skt.) Ｊāｔａｋａⅿāˡā (Āryaśūra): H. KERN (Ed.), Boston ₁₈₉₁.
ĀJM(tib.)  ｓｋｙｅｓ　ｐａ’ｉ　ｒａｂｓ　ｋｙｉ　ｒɡｙｕｄ, the Tibetan Text of the Ｊāｔａｋａⅿāˡā: D ₄₁₅₀, 
P ₅₆₅₀.
AKBh(skt.)  Ａｂʰｉｄʰａｒⅿａｋｏśａｂʰāṣｙａ (Vasubandhu): P. PRADHAN (Ed.), Patna ₁₉₆₇.
AKBh(tib.)  ｃʰｏｓ　 ⅿｎɡｏｎ　 ｐａ’ｉ　 ⅿｄｚａｄ　 ｋｙｉ　 ｂｓʰａｄ　 ｐａ, the Tibetan Text of the 
Ａｂʰｉｄʰａｒⅿａｋｏśａｂʰāṣｙａ: D ₄₀₉₀, P ₅₅₉₁.
AS(skt.)  Ａｂʰｉｄʰａｒⅿａｓａⅿｕｃｃａｙａ (Asaṅga?): V. V. Gokhale (Ed.), Bombay ₁₉₄₇.
AS(tib.)  ｃʰｏｓ　 ⅿｎɡｏｎ　 ｐａ　 ｋｕｎ　 ˡａｓ　 ｂｔｕｓ　 ｐａ, the Tibetan Text of the 
Ａｂʰｉｄʰａｒⅿａｓａⅿｕｃｃａｙａ: D ₄₀₄₉, P ₅₅₅₀.
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ASP(skt.)  Ａṣṭａｓāʰａｓｒｉｋā　 Ｐｒａʲñāｐāｒａⅿｉｔā. E. CONZE (Ed.), Roma ₁₉₆₂; P.L. 
VAIDYA (Ed.), Darbhanga ₁₉₆₀.
ASP(tib.)-A  ’ｐʰａɡｓ　ｐａ　ｓʰｅｓ　ｒａｂ　ｋｙｉ　ｐʰａ　ｒｏˡ　ｔｕ　ｐʰｙｉｎ　ｐａ　ｂｒɡｙａｄ　ｓｔｏｎɡ　ｐａ, the Tibetan 
Text of the Ａṣṭａｓāʰａｓｒｉｋā　Ｐｒａʲñāｐāｒａⅿｉｔā, Recension A: F. SHOJI (Ed.), 
Tokyo ₂₀₁₆.
ASP(tib.)-B ibid., Recension B: D ₁₂.
AVSN  Ａｒｔʰａｖｉｎｉśｃａｙａｓūｔｒａｎｉｂａｎｄʰａｎａ (Vīryaśrīdatta): N. H. SAMTANI (Ed.), 
Patna ₁₉₇₁.
MAVBh(skt.)  Ｍａｄʰｙāｎｔａｖｉｂʰāɡａｂʰāṣｙａ (Vasubandhu): NAGAO Gadjin (Ed.), Tokyo 
₁₉₆₄.
MAVBh(tib.)  ｄｂｕ　ｄａｎɡ　ⅿｔʰａ’　ｒｎａⅿ　ｐａｒ　’ｂｙｅｄ　ｐａ’ｉ　’ɡｒｅˡ　ｐａ, the Tibetan Text of the 
Ｍａｄʰｙāｎｔａｖｉｂʰāɡａｂʰāṣｙａ: D ₄₀₂₇, P ₅₅₂₈.
MSA(skt.)  Ｍａʰāｙāｎａｓūｔｒāˡａṃｋāｒａ (Maitreya/Asaṅga): Sylvain LÉVI (Ed.), Paris 
₁₉₀₇.
MSA(tib.)  ｔʰｅɡ　ｐａ　ｃʰｅｎ　ｐｏ　ⅿｄｏ　ｓｄｅ’ｉ　ｒɡｙａｎ　ɡｙｉ　ｔｓʰｉɡ　ˡｅ’ｕｒ　ｂｙａｓ　ｐａ, the Tibetan 
Text of the Ｍａʰāｙāｎａｓūｔｒāˡａṃｋāｒａ: D ₄₀₂₀, P ₅₅₂₁.
MSABh(skt.) Ｍａʰāｙāｎａｓūｔｒāˡａṃｋāｒａｂʰāṣｙａ (Vasubandhu): See MSA(skt.).
PVP  Ｐａñｃａｖｉṃśａｔｉｓāʰａｓｒｉｋā　 Ｐｒａʲñāｐāｒａⅿｉｔā, vol. V. T. KIMURA (Ed.), 
Tokyo ₁₉₉₂.
RĀ  ʀａｔｎāｖａˡī (Nāgārjuna): M. HAHN (Ed.), Bonn ₁₉₈₂.
RGV(skt.)  ʀａｔｎａɡｏｔｒａｖｉｂʰāɡａ (Sāramati?): E. H. JOHNSTON (Ed.), Patna ₁₉₅₀.
RGV(tib.)  ｔʰｅɡ　ｐａ　ｃʰｅｎ　ｐｏ　ｒɡｙｕｄ　ｂˡａ　ⅿａ’ｉ　ｂｓｔａｎ　ｂｃｏｓ　ｒｎａⅿ　ｐａｒ　ｂｓʰａｄ　ｐａ, the 
Tibetan Text of the ʀａｔｎａɡｏｔｒａｖｉｂʰāɡａ: D ₄₀₂₅, P ₅₅₂₆.
ŚS(skt.)  Śｉｋṣāｓａⅿｕｃｃａｙａ (Śāntideva): C. BENDALL (Ed.), St. Petersburg ₁₉₀₂.
ŚS(tib.)  ｂｓˡａｂ　 ｐａ　 ｋｕｎ　 ˡａｓ　 ｂｔｕｓ　 ｐａ, the Tibetan Text of the Śｉｋṣāｓａⅿｕｃｃａｙａ: 
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前稿（上野 ₂₀₁₈）の正誤表
頁数 行数 誤 正
₁₂₉ 脚注（₅），₁ P ₁₆₀ D ₁₆₀
₁₃₆ ₅₉ 粥 玄米
₁₃₇ ₅ 信の獲得（（₁）（₂））と、作業を含む
三学（（₃）（₄）（₅））
信の獲得（（₁））と、作業を含む三学
（（₂）（₃）（₄）（₅））
₁₃₈ 脚注（₁₄），₁ ₁₂₁b₂‒₃ ₁₂₁b₂‒₄
₁₃₉ 脚注（₁₅），₁ ₁₂₁b₃‒₇ ₁₂₁b₄‒₇

